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反応度評価手法の開発の一環として、KUCA の A 架台 3/8”p36EU 炉心の複数の未臨界体系に対して、面積

比法等の既存の手法を用いて反応度を評価するとともに動特性パラメータβeff/𝑙𝑙を評価した。当該炉心のβeff/𝑙𝑙

の値は MVP による計算結果と良く一致した。 
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1. 緒言  

臨界安全の観点から未臨界体系における反応度の評価は重要であり、これまでに新たな評価手法として準

定常状態の出力挙動に基づく反応度評価手法を提案している[1]。本研究において新手法の性能を評価するた

めに、未臨界体系における実験を行い、面積比法、中性子源引抜法、Feynman-α 法を用いて反応度を評価し

た。Feynman-α法による評価では、数値計算に基づく動特性パラメータ（実効遅発中性子割合βeffと即発中性

子寿命𝑙𝑙）を用いる。そこで、計算で得られる動特性パラメータの整合性を実験的に確認するため、測定結果

から直接評価が可能な動特性パラメータであるβeff/𝑙𝑙を改めて評価し、MVP による計算と比較した。 

2. 実験手法  

実験は京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）の A 架台を用いて行った。炉心は 2”×2” ×1/16”の U-235 燃

料板（93%濃縮）1 枚と 2”×2” ×1/8”のポリエチレン減速板 3 枚のユニットセルを 36 組使用した燃料体で構成

する 3/8”p36EU 炉心であり、燃料体本数をkeff~0.99となるように調整した。D-T パルス中性子源を用い、中

性子検出器にはφ1/2”の BF3 検出器を用いた。 

パルス中性子源による面積比法を用いてドル単位の反応度𝜌𝜌

を、パルス発生後の中性子密度の時間変化から即発中性子減衰

定数𝛼𝛼を導出した。βeff/𝑙𝑙は両者を図 1 のように 1 次関数で外挿

することで決定した。 

2. 結果・結論  

実験において評価した動特性パラメータ(βeff/𝑙𝑙 = 163.4 ±

7.1)は JENDL-4.0 を用いた MVP の計算結果（βeff/𝑙𝑙 = 159.0 ±

3.9）と良く一致することを確認した。このとき計算ではβeff =

(7.722 ± 0.189) × 10−3、𝑙𝑙 = (4.855 ± 0.16) × 10−5であった。面

積比法、引抜法、Feynman-α 法を用いた未臨界体系の反応度は

評価手法によって数十セントの差がみられた。 
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図 1．βeff/𝑙𝑙の導出 
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